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Ⅳ．資 料  
1 会議開催記録  
（1）環境教育研究マネジメントセンター運営委員会   
2007年度   




・その他   
第2回 2007年12月10日（月）  
・基本構想について  
・今年度のプログラムの実施及び担当職務・役割分担について  
・その他   
第3回 2008年1月16日（水）  
・各担当職務の進捗状況についての報告  
・その他   
第4回 2008年2月20日（水）  
・各担当職務の進捗状況についての報告  
・その他   




・その他   
2008年度   




・その他   
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第5回 2008年12月24日（水）  
・「雲仙Eキヤンレッジ交流センター使用に関する内規」の制定について  
・その他  










（2）雲仙Eキヤンレツジ推進協議会   
第1回 2007年11月19日（月）（於：環境科学部大会議室）  
・今年度の活動について  
・今年度及び次年度以降の活動方針について  
・その他   
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第1条 長崎大学環境科学部（以下「本学部」という。）に、長崎大学環境科学部環境教育研究マネ  
ジメントセンター（以下「センター」という。）を置く。  
（目的）  
第2条 センターは、地域の行政、研究機関、教育機関、市民団体等と連携した環境教育研究に  
関するマネジメント活動を活性化することを目的とする。  
（業務）  











第5条 センター長は、本学部の教授をもって充てる。  
2 センター長は、学部長が選考し、ノ命ずる。  
3 センター長の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。  
4 センター長は、センターの業務を掌理する。  
（職員の任命）  
第6条 第4条第2号から第4号の職員は、センター長の推薦に基づき、学部長が命ずる。  
（組織）  
第7条 センターには、必要に応じ活動に関する部門を置くことができる。  
（運営委員会）  
第8条 センターに、センターの運営に係る具体的事項を審議するため、長崎大学環境科学部環  
境教育研究マネジメントセンター運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。  
（運営委員会の組織）  
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（5）その他センター長が必要と認めた者  
2 前項第5号の委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。  
3 前項第5号の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。  
（委員長）  
第10条 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。  
2 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。  
3 委員長に事故あるときは、副センター長がその職務を代行する。  
（会議）  
第11条 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開くことができない。  
（意見の聴取）  
第12条 委員長が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者を出席させ、意見を聴取するこ  
とができる。  
（事務）  
第13条 センターの事務及び運営委員会の事務は、本学部事務部において処理する。  
（補則）  
第14条 この内規に定める者のほか、センターに関し必要な事項は、別に定めることができる。  
附 則  
1 この内規は、平成19年7月1日から施行する。  








第1条 本協定は、甲・乙・丙が、連携・協力し、雲仙市域における環境教育及び環境施策の研究・  
充実を図るための地域の拠点を形成することを目的とする。  
（連携・協力内容）  






第3条 前条に掲げる事項の円滑な推進を図るため、甲・乙・丙で構成する雲仙Eキヤンレッジ推  
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進協議会（以下「協議会」という。）を設置するものとする。  
2 協議会に関し必要な事項は別に定める。  
（事務局）  
第4条 連携・協力にかかわる連絡調整及び事務処理のため、規約に定める幹事及び事務局を置く。  
（分担）  
第5条甲は、教育活動、研究活動を行うとともに演習研究用の装置の整備・運営を行う。  
2 乙は、雲仙市域における環境教育研究及び持続可能な地域づくりのための活動を支援する。  
3 丙は、持続可能な地域づくりのための活動を実践するとともに環境教育研究に必要な施設の整   
備を行う。  
（補則）  




平成19年4月27日  甲 長崎大学環境科学部長  
乙 長崎県環境部長  
丙 雲仙市長  
○長崎大学環境科学部・長崎県環境部・雲仙市の連携による雲仙Eキヤンレツジ推進協議会規約  
（設置）  




第2条 協議会は、次に掲げる事項を協議する。  
環境の特性に適合した適正な技術の活用と持続可能な生活空間（村）づくりに関すること。  
（組織）  
第3条 協議会は、長崎大学環境科学部と長崎県環境部及び雲仙市の委員をもって組織する。  
2 長崎大学環境科学部の委員は、学部長及び学部長の指名する教授とする。  
3 長崎県環境部の委員は、環境部長及び環境部環≠寛政策課長とする。  
4 雲仙市の委員は、市長、副市長及び関係部長とする。  
（代表）  
第4条 協議会の代表は、長崎大学環境科学部長をもって充てる。  
（協議会の招集）  
第6条 代表は、協議会を招集し、議長となる。  
第7条  
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（委員以外の者の出席）  
第6条 協議会が必要と認めたときは、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。  
（専門部会）  
第7条 協議会に必要に応じて専門部会を置く。  
2 専門部会は、協議会から依頼された事項について調査・研究を行う。  
3 専門部会に、部会長及び専門部委員を置く。  
4 部会長は、委員の内から、専門部貞は、委員又は調査及び研究事項に関し識見を有する者の内  
から、代表が委嘱する。  
（幹事及び事務局）  
第8条 協議会の事務を処理するため幹事及び事務局を置く。  
2 幹事は、長崎大学環境科学部長の指名する教授をもって充てる。  
3 事務局は、長崎大学環境科学部に置く。  
（補則）  
第9条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が別に定める。  















第3条 センターは、本学部が主催する講義、講演会、公開講座、研究会その他の諸行事に使用す  
るものとする。  
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（4）その他環境科学部長が適当と認める場合  
（使用承認の基準）  






第5条 センターを使用しようとするときは、使用者のうちから使用責任者を定め、所定の雲仙E  
キヤンレッジ交流センター使用承認（変更）申請書を、環境科学部長又は雲仙市政策企画課  
に提出しなければならない。  
2 前項の申請は、原則として、使用しようとする日の6月前から1週間前までの間に行わなけれ  
ばならない。ただし、特別の理由がある場合は、この限りでない。  
（使用の承認）  




第7条 使用の申請が同一日時に重複する場合の使用承認の優先順位は、申請の受付順とする。  
（使用料等）  
第8条 センターの使用料は無料とする。  
（使用の変更又は中止）  
第9条 使用の日時等を変更しようとするときは、使用責任者は、原則として、使用予定日の3日  
前までに所定の雲仙Eキヤンレッジ交流センター使用承認（変更）申請書を環境科学部長又  
は雲仙市政策企画課に提出し、承認を受けなければならない。  
2 前項の申請及び承認については、第6条第1項及び第7条の規定を準用する。  
3 使用を中止するときは、使用責任者は速やかに環境科学部長又は雲仙市政策企画課に届け出な  
ければならない。  
（使用許可の取消し等）  




（3） 雲仙Eキヤンレッジ交流センター使用承認（変更）申請書に虚偽の記載があったとき  
（4）センターの管理運営上重大な支障があると認められるとき  
2 前項の規定により使用の承認を取り消し、又は使用を中止させたことによって、使用する団体  
に損害が生じた場合においても、環境科学部及び雲仙市は、その責を負わないものとする。  
3 使用の承認を取り消し、又は使用を中止させるときは、使用責任者に通知する。  
（遵守事項）  
第11条 使用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。  

















第13条 使用する団体が、故意又は過失により、施設等を滅失し、損傷し、又は汚損したときは、  
その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。  
（事故の責任）  
第14条 使用責任者は、センターの使用中に生じた一切の事故について、その責を負わなければ  
ならない。  
（担当係員の入室）  
第15条 使用する団体は、担当係員が維持管理のためセンターに立ち入る場合は、これを妨げて  
はならない。  
（事務）  
第16条 センターの管理及び使用に関する事務は、環境科学部環境教育研究マネジメントセンタ  
ー及び雲仙市政策企画課において処理する。  
（補則）  
第17条 この内規に定めるもののほか、センターの使用に関し必要な事項は、別に定める。  
附 則  
この内規は、平成21年3月20日から施行する。  
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